
年
に
一
度
、
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
～
74
歳
で
国

保
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
の
健

康
診
断
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

　

対
象
者
は
、
受
診
日
時
点
に
お
い

て
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

受
診
に
は
受
診
券
と
被
保
険
者
証
を

　

3
月
31
日
時
点
の
対
象
者
に
は
、

5
月
中
旬
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
、

受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券
が
送
付
さ
れ
て
い
て
も
、

就
職
な
ど
で
社
会
保
険
に
切
り
替

わ
っ
た
場
合
は
、
国
保
の
受
診
券
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
場
合
は
、
職
場
な
ど
で
行
う
健
康

診
断
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
4
月
1
日
以
降
に
国
保
に

加
入
し
た
方
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

す
こ
や
か
子
育
て
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班

　

 

☎
30
‐
０
２
２
２

　

 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

　

 

☎
30
‐
０
１
１
９

健
診
内
容

①
身
体
測
定
（
身
長
、
体
重
、
腹

囲
測
定
）

②
尿
検
査

③
血
圧
測
定

④
血
液
検
査
（
脂
質
、
血
糖
値
、

肝
機
能
、
腎
機
能
、
貧
血
）

⑤
医
師
に
よ
る
診
察

⑥
心
電
図

⑦
眼
底
検
査
（
医
師
の
判
断
に
よ

り
実
施
）

集
団
健
診
も
あ
り
ま
す

　

医
療
機
関
で
行
う
健
診
の
ほ
か

に
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

行
う
集
団
健
診
が
あ
り
ま
す
。

　

集
団
健
診
で
は
、
肺
が
ん
検
診

や
大
腸
が
ん
検
診
と
一
緒
に
受
診

で
き
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

集
団
健
診
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

税
務
課 

課
税
班 

☎
30
‐
０
２
１
３

 　

税
務
課 

収
納
管
理
室

　

 

☎
30
‐
０
２
１
５

国
民
健
康
保
険
税

２
割
軽
減

５
割
軽
減

７
割
軽
減

軽
減
率

33
万
円
＋
（
※

52
万
円
×
（
「
国

保
加
入
者
数
」
＋
「
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
数
」
）
）

※
改
正
前
は
51
万
円

33
万
円
＋
（
※

28
万
5
千
円
×

（
「
国
保
加
入
者
数
」
＋
「
特

定
同
一
世
帯
所
属
者
数
」
）
）

※
改
正
前
は
28
万
円

33
万
円 

※
変
更
な
し

軽
減
判
定
基
準
額

介
護
納
付
金
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

医
療
給
付
費
分

項
目

17
万
円

※
改
正
前
は
16
万
円

19
万
円
（
改
正
な
し
）

63
万
円

※
改
正
前
は
61
万
円

課
税
（
賦
課
）
限
度
額

　

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
税
の
納
付
が
困
難
な
世
帯

に
対
し
て
、
減
免
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
の
影
響
で
事

業
な
ど
に
係
る
収
入
に
相
当
の

減
少
が
あ
っ
た
方
は
、
無
担
保

か
つ
延
滞
金
な
し
で
、
１
年
間

の
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
軽
減
制
度

　

低
所
得
者
世
帯
の
税
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
前
年
中
の
所
得
合
計
額

が
一
定
基
準
額
以
下
の
場
合
、
均
等

割
額
と
平
等
割
額
を
減
額
す
る
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。
令
和
2
年
度
か

ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
、
対
象

範
囲
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

軽
減
判
定
の
注
意
点

軽
減
判
定
の
注
意
点

・ 

65
歳
以
上
の
年
金
所
得
者
は
、
年
金
所
得

か
ら
15
万
円
（
年
金
所
得
が
15
万
円
未
満

の
場
合
は
全
額
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

・ 

土
地
・
家
屋
な
ど
の
譲
渡
所
得
は
、
特
別

控
除
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
計
算
さ

れ
、
事
業
所
得
は
専
従
者
控
除
（
専
従
者

給
与
）
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

・ 

軽
減
制
度
へ
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
適
用
の
可
否
判
定
の
た
め
、
世
帯
主

お
よ
び
国
保
加
入
者
全
員
の
所
得
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
課
税
（
賦
課
）
限
度
額

　

国
民
健
康
保
険
税
は
医
療
給
付
費

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護

納
付
金
分
の
３
つ
の
合
計
が
税
額
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
限
度

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
納
付
方
法

　

納
付
方
法
は
普
通
徴
収
と
特
別
徴

収
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。
普
通
徴
収

は
、
年
額
を
７
月
か
ら
２
月
の
８
回

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
徴
収
は
、
年
６
回
の
年
金
支
給

の
都
度
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収

の
対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

特
別
徴
収
の
要
件

特
別
徴
収
の
要
件

・ 

世
帯
主
が
国
保
加
入
し
て
い
る
。

・ 

世
帯
主
が
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら
な
い
。

・ 

国
保
加
入
者
が
全
員
65
歳
以
上
75
歳
未
満
。

・ 

世
帯
主
が
年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
給
し

て
い
る
。

・ 

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
が
受
給
額
の

２
分
の
1
を
超
え
な
い
。

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

　
特
別
徴
収
か
ら

　
普
通
徴
収
へ
の
変
更

　

国
保
税
の
納
付
方
法
は
、
次
の
①

と
②
の
ど
ち
ら
も
満
た
し
て
い
る
方

に
限
り
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
へ
変

更
で
き
ま
す
。
変
更
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
税
務
課
課
税
班
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場

合
、
２
～
４
カ
月
後
の
年
金
支
給
分

か
ら
、
納
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

①
今
後
の
納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
さ
れ

る
方

②
過
去
２
年
間
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険

税
の
未
納
が
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
班
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染症に係る新型コロナウイルス感染症に係る

国民健康保険税の減免国民健康保険税の減免

　

道
の
駅
か
づ
の
「
あ
ん
と
ら
あ
」

に
、
新
た
に
ト
イ
レ
や
休
憩
所
の

機
能
を
有
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
館
か
ら
大
駐
車
場
に
向
か
う

途
中
に
建
設
さ
れ
、
中
に
は
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
授
乳
室
や
情
報
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

全
体
的
に
木
を
基
調
と
し
た
設

計
で
、
ぬ
く
も
り
と
癒
し
の
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
3

日
間
に
わ
た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
特
別
定
額

給
付
金
の
申
請
受
け
付
け
が
、
市

役
所
敷
地
内
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
５
月
17
日
か
ら
申
請

受
け
付
け
を
開
始
し
て
お
り
、
そ

の
初
日
か
ら
３
日
間
実
施
し
た
も

の
で
す
。
会
場
に
は
、
多
く
の
申

請
者
が
足
を
運
び
、
３
日
間
合
わ

せ
て
約
１
１
０
０
件
の
受
け
付
け

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

申
請
は
8
月
17
日
ま
で
郵
送
ま

た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

申
請
く
だ
さ
い
。

　

5
月
1
日
に
花
輪
中
学
校
の
田

中
校
長
が
、
児
玉
市
長
か
ら
新
し

い
校
旗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

校
旗
は
、
学
校
の
カ
ラ
ー
で
あ

る
紫
色
を
基
調
と
し
、
中
央
に
は

校
章
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

田
中
校
長
は
、「
綺
麗
な
校
旗
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
校
旗
と
共
に
、
花
輪
中

学
校
の
新
し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
玉
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
に
期
待
し

ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
新
た
に
完
成
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
拠
点
施

設(

兼
事
務
所)

開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
石
井
会
長

は
、「
念
願
の
事
務
所
が
完
成
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
多
岐
に
わ
た
る
地
域

福
祉
の
課
題
に
対
応
す
る
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
は
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
向
か
い
に
位
置
し
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
総
合
福
祉
相
談
窓
口

の
設
置
や
居
宅
介
護
支
援
、
訪
問

介
護
事
業
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
新

た
に
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
輪
中
学
校 
校
旗
授
与

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
拠
点
施
設
開
所
式

道
の
駅
か
づ
の 

あ
ん

と
ら
あ
に
新
休
憩
所
を

整
備

特
別
定
額
給
付
金
を

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
受
付

市内は花であふれていました
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